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野田 隆
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[自己紹介 /経歴]

• 静岡県静岡市葵区出身

• 2021.3.31：38年間の公務員として教員生活を終える

• 2021.5.25：合同会社NOD創業

• 2021.11.1：放課後等デイサービス nicocosオープン

• 2023.4.1：放課後等デイサービス nicocos井宮北オープン

• 2024.4.1：放課後等デイサービス nicocos牧ケ谷オープン

Noda Takashi

[事業概要 ]

• 児童福祉事業「放課後等デイサービス」

• 児童福祉事業「保育所等訪問支援」

• コンサルティング事業



nicocos（にここ）の3施設  

現在、放課後等デイサービスを3施設、保育所等訪問支援を実施しています

NOD 

https://nicocos.jp/company


nicocos（にここ）のミッション  

放課後等デイサービスnicocosはミッションに基づき日々運営をしています

NOD 

子どもの
「やりたい！なりたい！」

を応援する

わたしたちは、子ども一人ひとり自らの
「やりたい！なりたい！」の気持ちを大切にし、

実現のために応援します。

やりたいことが見つからない子には、新しい体験を。
やりたいことが沢山ある子には、まずは小さな成功体験を。
なりたいものがまだ無い子には、自信を持てる機会を。
なりたいものがある子には、叶えるための道しるべを。

子どもたちに、そんな手を差し伸べるのが
わたしたちnicocosの役割です。

卒業後も、いつまでも心の中の応援団でいられるように。



創業に思い至った経緯  

創業に思い至った経緯は大きく3つの理由からになります

NOD 

子どもへの恩返し 新しいスタイルの模索

38年間関わってきた

子どもへ

恩返ししたい

教育と福祉の融合

の可能性を

模索したい

教員定年退職者の  
セカンドキャリア

教員の定年退職者の

居場所をつくりたい



創業時の苦労や課題  

定年後の創業、初めての創業ということもあり次の3つに苦労しました 

創業までの流れが

イメージできない

・資本金の入金日でミス

・定款の修正が発生

ICTに苦戦する

・チラシやHPの作成

・業務システムの理解

計画書などの作成に
時間がかかる

・計画書や報告書が多い

・作成に時間がかかる

NOD 



地域創生支援金を利用してよかったこと  

NOD 

01 資金補助

02 提案・プレゼンが自分の考えをまとめるキッカケになる

03 研修案内情報がもらえる

地域創生支援金を利用して自社の経営に役立ったことは大きく３つです



まとめ 

自身が経験をしてきた視点から本日のまとめをお伝えします

NOD 

創業を考えている人は若者だけではなく、退職者やセカンドキャリア者もいます1

熟年者は長年の経験知があるものの、 ICTや広い視点を持っての準備は弱い

丁寧かつおせっかいすぎるリードもうれしい

資金は予定よりもかかるもの

報告書は簡素化が進むとありがたい

2

3

4

5

創業から3年ほどは伴走をお願いしたい6
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ご清聴ありがとう
ございました！


